
PETUNIA VIOLACEAノ 受精力 ニ關 スル

生理學的研究IV.

柱頭分泌液ガ受精力特ニ自花不和合ニ及ボス影響ニ就テ

安 田 貞 雄

SADAO YASUDA: - Physiological researches on the fertility in Petunia violacea IV. 

On the effect of the secretion of the stigma on the fertility, especially on the 

self-incompatibility.

I.緒 言

雌 蘂 ヨリ特殊 ノ物質 ガ分泌 セラレテコレガ受精 力 ニ關係 ヲ及 ボス トハ多 クノ學 者

(8,2,3,4,5,6,1,)ニ ヨ リテ想像 セ ラレタ リ。 只夫 レガ如何 ナル物 質 ニシテ如 何

ナル部分 ヨ リ分泌 セ ラル ルヤ トノ問 題 ニ關 シテハ學 者 ニヨツテ其意見必 ズ シモ一 致

セズ、尚研 究 スベ キ多 クノ重要 ナル點 ヲ殘 セ リ。 著 者ハPetuniaノ 受 精 力 ノ研究

(9,10,11,12,)ニ 於 テ雌蘂 ノ種 々 ノ部分 ヨリ分泌 セ ラルル種 々 ノ物質 中先 ヅ柱頭

ヨ リ外 部 ニ分泌 セ ラルル物 質ガ受精 力 ニ及 ボス影響 ヲ知 ラン ト欲 シ新 井氏 ト共 ニ行

ヒタル豫備的 實驗 ノ結果 ハ コレヲ前報(11)ニ 記 シタル所ナ リ。本 報 ニ於 テハ今少

シク研究 ヲ深 メタル結 果 ヲ記 シ且 ツ特 ニ自花不和合 ト柱頭 分泌液 トノ關係 ニツイテ

多 少 ノ考察 ヲ試 ミン トス。

II.研 究材料及ビ研究法

本研究 ニ使用セル材料ハ前諸報(9,10,11)ニ 使用セルモノ ト全ク同一 ニシテ研

究 ノ最初 ヨリ榮養繁殖 ニヨリテ系統ヲ傳へ冬ハ温室ニ於テ保護 シ春切 り込 ミテ多ク

ノ新梢 ヲ出シコレヲ挿子 トシテ個體數ヲ増加 シタルモノナ リ。

實驗 ノ方法ハ2種 ニ分タル。一ハ授粉實驗ニシテ他ハ花粉 ノ發芽試驗ナ リ。授粉

法 ハ 「グラス」室内 ニ於テ各花開花前 ニ例ノ如 ク針金 ノ小環 ヲ掛ケテ花粉ノ交雜ヲ

防ギ雌雄兩蘂成熟シ柱頭ニ分泌液 ノ現ハルルヲ待 チ、或ル花ハ同花授粉 ヲ行 ヒコレ

ト同時ニ他 ノ或ル花ハ柱頭ヲ毛筆ヲ以テ井水 ニテ洗 ヒテ分泌液ヲ去 リコレニ同花授

粉 ヲ行 ヒ例 ノ如 ク受精歩合、不受精子房 ノ大サ、種子數、種子 ノ大サ竝 ニ發芽歩合

及 ビ芽生ヱノ大サ等ヲ比較セ リ。本實驗ハ自花柱頭分泌液ガ受精 ニ如何ナル影響ヲ

示スヤヲ見ン トスルモノニシテ8月 上旬ヨリ9月 下旬ニワタリテ行ハレタリ。而 シ

テ又前記 ノ如 クニシテ柱頭 ヲ洗 ヒ去 りタルモノニ同一榮養系 ノ燗體ニシテ他區(僅

ニ乾燥)ニ 栽培セル花 ノ柱頭分泌液或ハ他系統 ノ個體(同區即チ正常状態ニ栽培)ノ
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柱頭分泌液 ヲ移 シテ然ル後同花授粉 ヲ行 ヒ上記 ノ各性質ニツイテ比較 ヲナセ リ・本

實驗ハ前報(11)同 様他花 ノ柱頭分泌液ガ受精 ニ及ボス影響 ヲ見 ン トスルモノニシ

テ8月 中旬 ヨリ10月 中旬 ニワタリテ行 ヒタリ。柱頭分泌液 ヲ移ス方法ハ豫 メ去勢

シテ花粉 ノ柱頭 ニ附着スルヲ妨 ゲタル花 ノ雌蘂 ヲ抜キ取 り來 リテコノ柱頭 ヲ前記 ノ

如 クニシテ洗 ヒタル柱頭 ノ上 ニナスリツケタルモノナ リ。

Petuniaノ 花柱ハ甚ダ細 キガ故ニ柱頭 ヲ洗 ヒ又ハコレニ他 ノ分泌液ヲ移ス間 ニ傷

ケラレ又柱頭モ毛筆 ニテ損傷 セラルル危險アリ。故 ニ作業ハ出來得ル限 リ注意 シテ

行 ヒ且 ツ授粉 ノ直後及 ビ數 日後更 ニ損傷ナキヤヲ檢査 シ疑ハシキモノハ全部 コレヲ

除 キタリ。從ツテコレ等 ノ實驗ハ相當長時 日ト勞力 トヲ要シタル割合 ニ實驗花數 ノ

少カリシハ止 ムヲ得ザル所ナ リ。尚柱頭分泌液ハ粘重 ニシテ容易ニ水 ニテ洗 ヒ去ル

事 ヲ得ズ且又他 ノ分泌液モ完全 ニ移ルモ ノニハ非ザルモ他 ニ簡單ナル適當 ノ方法ヲ

見出シ得ザ リシヲ以テ不完全ナガラ上記 ノ方法 ニヨレリ。

次 ニ花粉 ノ發芽實驗ハ前報(11)同 様 ノ培養液即チ葡萄糖1%ノ 水溶液 ニシテ

PH5.5(又 ハ5.8實 驗 ノ結果此邊 ニテハ大ナル影響 ナキガ如 シ)ノ モノヲ用 ヒ、コ

レニ必要ニ應ジテ種 々ノ柱頭分泌液ヲ加へ後藤氏(7)ニ 從 ヒテ 「ツアイス」製 ノ硬

質 「カバーグラス」ヲ用 ヒ懸滴 トシ約等重ヅツ花粉 ヲ播 キ 「ワセ リン」ニテ封 ジ更

ニ濕室ニ入 レ25℃(此 邊 ガ發芽 ニ最適ナルガ如 シ)ノ 電氣定温器内 ニ保 チ1時 間

後 ノ發芽歩合 ヲ見 タリ。培養液 ニ柱頭分泌液 ヲ加 フル方法 ハ柱頭分泌液 ヲ加ヘザル

モ ノト同花分泌液 ヲ加ヘタルモノトノ比較 ヲ行 ヒテ同花柱頭分泌液ガ花粉 ノ發芽 ニ

及ボス影響 ヲ調べ次 ニ同一榮養系 ノ他區 ニ栽培セラレタルモノ及ビ他系統 ノ柱頭分

泌液ヲ加ヘタルモノ各 ト同花頭柱分泌液 ヲ加ヘタルモノトノ比較 ヲ行 ヒテ前報(11)

ノ結果ヲ確 メタ リ。

本實驗 ニ使用セル同一榮養系他區及ビ他系統 ノ花ハ豫 メ去勢 シテ柱頭分泌液 ト共

ニ花粉 ノ混入スル事 ヲ防ギタルハ勿論 ナリ。柱頭 ヲ比較的多量 ノ水中ニ入ルル時ハ

柱頭分泌液ハ水面 ニ擴ガ リテ恰モ石油ヲ水中ニ入 レタルガ如キ觀ヲ呈 シ多量ニ分泌

液ヲ混ズル時ハ水ハ乳白色 トナル。本實驗=於 テハ 「カバーグラス」ニ前記葡萄糖

液ヲ1滴 ヅツ置キコレニ柱頭 ヲ入 レテ洗 ヒヨク分泌液 ヲ混和セ リ、其割合 ハ 「カバ

ーグラス」3枚 二柱頭1個 ニシテ此3枚 ハ出來得ル限 り其混合ノ割合 ヲ平等 ナラ

シムル様ツ トメタリ、此場合 ニ於テ養液ハ僅 ニ白濁ヲ生ズル程度ナ リキ。

以上2種 ノ實驗 ヲ通 ジ柱頭分泌液ヲ供 スル他系統ハ花粉ヲ使用スル系統 ト豫 メ花

粉 ノ交換 ヲ行 ヒテ互 ニヨク授粉スル事ヲ確 メタルモ ノナリ。
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III.實 驗

A.同 花柱頭分泌液 ノ影響

1.受 精歩合

8月 上旬ヨリ9月 下旬ニワタ リ普通 ノ同花授粉(同 花分泌液)ト 柱頭ヲ洗 ヒテ分

泌液ヲ去 リコレニ同花授粉セルモノ(無 分泌液)ト ヲ比較 スルニNo.3ノ 如 ク何 レ

モ受精 セザル モ ノア リ、No.18ノ 如 ク同花粉分泌液 ニ於 テハ受精 セザル モ コレヲ

除 ケバ僅 ニ受精 スルモ ノモ ア リ、又No.15,1,及 ビ11ノ3系 統 ハ皆 多少受精 シ

Tab.1.受 精 歩 合

タルガ何 レモ無分泌液 ノ方ガ受精歩合高 ク且 ツ種子數モ多カ リキ。 然ルニNo.14

ハヨク同花受精 スル系統ナルガ分泌液 ヲ去 リタルモノノ方ガ反ツテ結果不良ニシテ

受精歩合モ低 ク種子數モ少カ リキ(Tab 1)。

2.授 粉後 ニ於ケル子房 ノ肥大及ビ莢 ノ大サ

授粉 ノ結果受精セザ リシ子房ハ枯死スル迄 ニ多少肥大 シ、時 ニハ種子ヲ藏セズ シ

テ相當 ノ大サニ達 スル事 アリ。コレ等不受精子房ガ枯死 スル迄 ニ最大 トナ リタル時

ノ大サヲ幅 ヲ2方 向ニ測 リテ平均ヲ取 リ且 ツ高チヲモ測 リタルニ全然受精セザル系

統及ビ僅 ニ受精セル系統 ニ於 テハ何 レモ無分泌液 ノモノノ方ガ肥大著 シカリシモ同

花受精力大ナルNo.14ノ ミハコレニ反シテ分泌液 ヲ洗 ヒ去 リタルモノノ方ガ反 ツ
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Tab.2.不 受精 子房 及 ビ莢 ノ大 サ

テ肥大 ノ割合 少カ リキ。而 シテ コレ ト同様 ノ現象 ハ受精 セル莢 ニ於 テモ明 ニ認 メ得

タ リ。例 ヘバ其莢 ニツイテ1例 ヲ示 セバ同花受精 力小ナルNo.11ニ テハ 同花分泌

液 ニ於 テ莢 ノ徑2.09mm.長 サ4.15mm.ニ シテ無分泌液 ニ於 テハ徑2.26mm長 サ

4.48mm.ニ シテ共 ニ分泌液 ヲ去 リタルモ ノノ方 ガ 其形大 ナ リシ ニ同花受精 力大 ナ

ルNo.14ニ テ ハ同花 分泌液 ノモ ノハ莢 ノ徑3.64mm.長 サ6.35mm.ニ シテ洗 ヒ

タル モ ノハ反 ツテ徑3.63mm.長 サ6.06mm.ト 僅 ニ減 少セルヲ見 ル(Tab.2)。

3.種 子 ノ大 サ、發芽歩合 及 ビ芽生 ヱ ノ大 サ

受精 ノ結果得 ラレタル種子 ニ ツイテ其徑 ヲ1粒 毎 ニ測定 シ重量 ヲ100粒1度 ニ量

リテ平均 ヲ トリ、又25℃ ノ定温器 内 ニ於 テ發芽歩合 及 ビ種 皮 ヲ完全 ニ脱 シタル時

Tab.3.種 子 ノ大サ發芽歩合及ビ芽生ノ大サ
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ノ芽生ヱノ大サヲ測 リタルニ同花受精力小ナルNo.11ニ 於テハ上記 ノ各性質ハ何

レモ柱頭分泌液 ヲ洗 ヒ去 リタルモノノ方大ナリシニ反 シ同花受精力大ナルNo.14

ハ分泌液ヲ去 リタルモノノ方ガ總テニ於テ劣レルヲ見タ リ(Tab.3)。

以上 ノ結果 ヲ通觀スルニ同花受精力ナキモ ノ又ハ小ナルモノニ於テハ柱頭分泌液

ヲ洗 ヒ去 リタルモノガ一般 ニ良好 ノ結果ヲ示スニ反シ同花受精力大ナルモノハ逆ニ

柱頭分泌液 ヲ去 ラザル方ガ良好 ノ結果 ヲ來 スモノノ如 シ。

4.花 粉ノ發芽

上記 ノ方法 ニテ全然柱頭分泌液 ヲ加 ヘザル培養液 ト同花柱頭分泌液ヲ加ヘタルモ

ノ トヲ用 ヒテ花粉ノ發芽試驗ヲ行 ヒタル ニ同花受精セザルモノ及 ビ僅 ニ受精スルモ

ノニ於テハ分泌液ヲ加ヘザルモノノ方ガ發芽歩合高 ク同花受精力大ナルモノニ於テ

ハ同花分泌液 ヲ加 ヘタルモノノ方ガ發芽良好ナリキ。而 シテ又同花分泌液 ヲ加 フル

Tab.4.花 粉 ノ發 芽(其 一)

事 ニヨ リ發芽 不良 トナ ル程度 ハ同花受精 力 ノ小 ナルモ ノ程著 シカ リキ。即 チ分泌液

ヲ加 ヘザルモ ノノ發芽 歩合 ヲ100ト ス レバ分泌液 ヲ加 ヘタル モ ノニ於 テハ同花受精

セザルNo.3及 ビ18ハ 共 ニ80以 下 ナル ニ僅 ニ同花受精 スルNo.15,1及 ビ11

ハ98 、 同花受精 力大 ナルNo.14ハ106ナ リキ(Tab.4)。

新 井徳次氏 ガ本研究室 ニ於 テ行 ヒタル實驗 ノ結果 モ 亦 ヨクコレ ト一致 ス。 即 チ

Tab.5ニ 示 スガ如 シ。
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Tab.5.花 粉 ノ發 芽(其 二)

B.他 花柱頭分泌液 ノ影響

1.受 精歩合

8月 中 旬 ヨ リ10月 中旬 ノ間 ニ於 テ柱頭 ヲ井水 ニテ洗 ヒコ レニ同一榮養 系 ノ他區

Tab.6.受 精 歩 合

*系 統 番號:以 下 コ レニ準 ズ
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ニ作 ラレタル個體 ノ柱頭分泌液或ハ他系統(同 區 ニ栽培)ノ 夫 レヲ移 シタルモノニ

同花授粉セルモノ(同系他區分泌液及 ビ他系同區分泌液)ト普通 ノ同花授粉(同 花分

泌液)ト ヲ比較スルニ全然受精セザルNo.3ノ 如 キモ ノモアレ ドモ多少ナリトモ受

精 スルモノハ其受精率ノ多少ニカカハラズ常 ニ同花分泌液 ノモ ノ最モ受精歩合低 ク

同系他區 ノ分泌液 ノモノコレニ勝 リ他系同區 ノ夫 レヲ加ヘタルモノ最良ナ リキ。而

シテ受精セル莢中ノ種子モ總種子數 ヲ實験總花數 ニテ除 シタル種子平均數モ共 ニ同

花分泌液 ノモノ最少ニシテ他系統 ノ分泌液ヲ移 シタルモ ノ最モ多 カリキ(Tab.6)。

2.授 粉後ニ於 ケル子房 ノ肥大及ビ莢 ノ大サ

不受精子房ガ枯死 スルマデ ニ最大 トナ リタル時 ノ大 サヲ幅ヲ2方 向ニ測 リテ平均

ヲ取 リ且 ツ高サヲ測定 シタルニ同花受精歩合 ノ多少ニカカワラズ總テ他系分泌液 ヲ

移 シタルモノ最モ肥大著 シク、同系他區 ノ夫 レヲ移 シタルモノコレニ次ギ、同花分泌

液 ノモノ最小ナ リキ。コハ受精 シテ生ゼル莢 ヲ同様 ニ2方 向ニ徑ヲ測 リテ平均ヲ取

Tab.7.不 受 精子 房 及 ビ莢 ノ大 サ
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リ且 ツ長 サ ヲ測定 シテ比較 シタル場合 ニ於 テモ全 然同様 ニ シテ今莢 ノ徑 ヲ1例 トセ

バNo.14ニ 於 テ同花分泌液 ノ場 合 ハ3.45mm.同 系 他區 分泌液 ノ場 合 ハ3.65mm.

他 系 同區 分泌液 ノ場合 ハ3.93mm.ナ ル ガ如 シ(Tab.7)。

3.種 子 ノ大 サ、發芽歩合及ビ芽生ヱノ大サ

例 ノ如 ク受精 セル種 子 ノ徑 、重 量、 發 芽歩合 及び芽生ヱ ノ大 サ ヲ測定 スル ニ同花

受精 力小 ナルNo,11ニ 於 テモ同花受精力大 ナルNo.14ニ 於 テモ同花柱頭分泌液

ノモ ノ最 モ結果劣 リ、 コレヲ洗 ヒテ同系他區 ノ分泌液 ヲ加 ヘ タルモ ノヤヤコ レニ勝

リ、他系同區 ノ夫 レヲ移 シタルモ ノハ最良 ノ結果 ヲ示 シタ リ(Tab.8)。

Tab.8.種 子 ノ大 サ發 芽 歩 合 及 ビ芽 生 ヱ ノ大 サ

以上 ノ諸實驗 ノ結果 ニヨレバ柱頭分泌液ガ使用シタル花粉 ノ屬スル個體 ヨリモ内

的又ハ外的條件ノ異ル事大 ナル程其花粉 ノ授精 ニ好結果 ヲ來ス事 トナル。

4.花 紛 ノ發芽

上記 ノ如 ク葡 萄糖液 ニ同花柱頭分泌液、同系他區 ノ夫 レ及 ビ他系同區 ノ柱頭分泌

液ヲ加ヘコヒヲ培養基 トシテ花粉 ノ發芽試験 ヲ行 ヒタル結果 ニヨレバ總テノ系統ヲ

通ジテ同花分泌液 ヲ加ヘタルモノ最モ發芽惡 ク、同系他區 ノ分泌液ヲ加ヘタルモノ

コレニ勝 リ、他系同區 ノ夫 レヲ混ジタルモノ最モ發芽率高カ リキ。而 シテ同花分泌液

ヲ加ヘタルモノヨリモ他系統 ノ夫レヲ加ヘタルモノノ方ガ發芽歩合ノ高クナル割合

ハ同花受精力ノ小 ナルモ ノ程著 シ、今同花分泌液 ヲ加ヘタルモ ノノ發芽歩合 ヲ100

トスレバ他系統 ノ分泌ヲ加 ヘタルモ ノハ同花受精力ナキNo.3ニ 於テハ166僅 ニ

受精スルNo.1ニ 於テハ133ヨ ク同花受精 スルNo.14ニ 於テハ113ナ リシガ

如シ(Tab.9)。

前報Tab.4(11)ニ 掲 ゲ タル結 果 ヲカカル見方 ニテ觀察 スル ニコ レ亦明 ニ同様 ノ

傾 向 ヲ示 セル ヲ見 ル(Tab.10)。
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Tab. 9.花 粉 ノ發 芽(其 一)

Tab. 10.花 粉 ノ發 芽(其 二)

然 レドモコレ等ハ同花受

精力大ナル系統 ノ花粉ガ他

系統 ノ分泌液 ヲ加ヘタル養

液中ニ於 テ發芽不良ナルタ

メニハ非ズ シテ同花分泌液

ヲ加ヘタルモノノ中ニ於 ケ

ル發芽ガ割合ニ良好ナルタ

メカカル結果 ヲ示スモノナ

リ。(Tah.4及 ビ5竝 ニ

前報Tab.4(11)參 照)。
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IV.總 括及ビ考察

以上 ノ實験 ノ結果 ヲ綜合 スレバ

1.柱 頭分泌液ヲ洗 ヒ去 リテ同花授粉セルモノト單 ニ同花授粉 ヲ行ヘルモノ トヲ

比較 スレバ同花受精力ノ小ナル系統 ニ於テハ分泌液ヲ洗 ヒ去 リタルモノノ方ガ受精

率高 ク、多クノ種子 ヲ生ジ、不受精子房 ノ肥大莢 ノ成長著 シク、種子ハ重 ク且 ツ大

ニシテ發芽 ヨク、且 ツコレ等 ヨリ生ゼル芽生ヱモ亦大ナリキ。然ルニ同花受精力大

ナル系統 ニテハ反 ツテ分泌液 ヲ洗 ヒ去 ラザルモノノ方ガ良好 ノ結果ヲ示セリ。

2.葡 萄糖 ノ水溶液 ニ同花柱頭分泌液 ヲ混 ジタルモノト混ゼザルモ ノトヲ用 ヒテ

花粉 ノ發芽試験ヲ行ヘバ同花受精力小ナル系統ハ同花柱頭分泌液 ヲ加ヘタルモノヲ

用 フル方ガ加ヘザルモノヨリモ發芽不良 ニシテ同花受精力ナキ系統 ニ於テ一層甚ダ

シ。然 ルニ同花受精力大ナル系統 ニ於 テハ同花分泌液 ヲ加ヘタルモ ノノ方ガ反 ツテ

發芽良好ナ リキ。

3.柱 頭分泌液ヲ洗 ヒ去 リテコレニ同一榮養系ノ個體 ニシテ他區(ヤ ヤ乾燥状態)

ニ栽培セラルルモ ノノ柱頭分泌液或ハ他系統 ノ個體(同 區 ニ栽培)ノ 柱頭分泌液ヲ

移 シコレ等ニ同花授粉ヲ行ヒ普通 ノ同花授粉 ト比較 スル ニ受精歩合、受精種子數、

不受精子房 ノ肥大、莢ノ成長、種子 ノ重 サ大サ發芽歩合及ビコレ等 ヨリ生ジタル芽

生ヱノ長サ等何レモ皆總テノ系統ヲ通 ジテ普通 ノ同花授粉 ノモノ最モ劣 リ柱頭分泌

液 ヲ去 リテ同一榮養系 ノ他區 ノ柱頭分泌液 ヲ加ヘタルモノコレニ勝 リ、他系統 ノ夫

レヲ加ヘタルモノ最モ良好ナ リキ。

4.葡 萄糖 ノ水溶液ニ同花柱頭分泌液ヲ加へタルモノ同 一榮養系 ニシテ他區(ヤ

ヤ乾燥)ニ 置 カレタル個體 ノ柱頭分泌液 ヲ加ヘタルモ ノ及ビ他系統 ノ個體 ノ柱頭分

泌液 ヲ加ヘタルモノヲ培養液 トシテ花粉 ノ發芽試験ヲ行 ヒタル結果 ニョレバ總テノ

系統 ヲ通 ジ共發芽歩合ハ同花分泌液ヲ加ヘタルモノ最モ不良 ニシテ同一榮養 系他區

ノ個體 ノモノヲ加ヘタルモノコレニ勝 リ他系統ノモソヲ加ヘタル場合最モ良好 ノ

果ヲ示 シタ リ。

以上 ノ結果 ヨリ考 フルニ同花不受精又ハ同花受精 力小ナルモノ即チ自花不和合 ノ

系統 ニ於テ柱頭分泌液ハ自己ノ花粉 ノ發芽及ビ授精力ヲ害スルカアルモノノ如 クナ

ルモ同花受精力大ナル系統 ニ於テバカカルカナク反ツテ多少其發芽及 ピ受精力ヲ益

スルモ ノノ如 シ。 カカル事ハ自花不和合 ノ現像 ニ對スル少ク トモ1ツ ノ原因ナルベ

シ。著者ハコレガ唯一又ハ甚ダ重大ナル原因ナ リト主張スルモ ノニ非ズ、尚 コレ以

外ニ更 ニ大ナル原因ノ存スル事 ヲ想像 シツツ研究 ヲ續 クルモ ノナレドモ少クトモ
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4Petuniaニ 於テハ同花不和合 ノ個體ガ柱頭 ヨリ自體 ノ花粉 ノ授精力ヲ害 スル物質ヲ

分泌スルモノナルベシト考 フルモノナ リ。

尚同花柱頭 分泌液 ヨリモ同一榮 養系ノ他區 ノモノノ柱頭 分泌液 ノ方ガ花粉 ノ發

芽及 ビ授精 ニ好都合ナル事ハ第1報(9)及 ビ第2報(10)ニ 於テ報 ジタル遺傳因子

同一ナ リトモ生理的條件ガ異 レバ異 ル程其間ニ於ケル花粉交換 ノ結果良好ナ リシ現

象 ヲ説明 スル少 クトモ1ツ ノ方法 トナルベク、他系統 ノ分泌液ガ最良 ノ結果 ヲ示 シ

タルハ普通 ニ知 ラルヽ他花授粉 ガ 同花授粉 ヨリモ受精容易ナル1原 因 ト見ル ヲ得

ベ シ。

本研究 ノ遂行 ニアタ リ有益ナル助言 ヲ賜 リタル恩師纐纈理學博士及ビ實驗 ニ種々

ノ助力ヲ與ヘラレタル本研究室員小原益雄氏 ニ深謝ノ意 ヲ表ス。

(1927年11月25日 盛岡高等農林學校育種學研究室)
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In the third paper of this series (Bot. Mag. Tokyo, 1927) , prelimi-
nary results of experiment done on the relation between the secretion of 
the stigma and the fertility in Petunia was reported . In this paper ad-
ditional data obtained from further studies will be presented .
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1. After washing off the secretion of the stigma with water an 
intra-self pollination was made, and then the results obtained are com-

pared with those of the ordinary intra-self pollination. In the selfin-
compatible individuals the fertilizing percentage, the number of seeds, 
the size of either unfertilized overies or of fertilized capsules as well as 
the size, weight and germinating percentage of the seeds, the length of 

seedlings etc. were found to be larger in the case where the stigma was 

previousely washed than in the case where the ordinary intra-self pol-
lination was carried on. But in the self-compatible ones the results were 

just the opposit of this.
2. The germination of the pollen was tested with two kinds of 

solutions : one containing the stigma-secretion of the same flower in 
addition to 1% grape sugar and the other nothing but the same amount 
of grape sugar. In the self-compatible individuals the germinating per-
centage was larger when the solution containing the secretion was used. 
But in the self-incompatible ones the results were just the opposit show-
ing that the secretion of the stigma seems to inhibit the germination of 
the pollen of the same individual, and that higher the degree of self-
incompatibility is, the more pronounced will this phenomenon become.

3. From the results of these two experiments, it may be said that 

the secretion from the stigma of a self-incompatible plant may inhibit 

the germination of its own pollen and that this may be, at least, one of 

the causes of self-incompatibility in Petunia.

4. The intra-self pollination was made after the washed stigma had 

been smeared with the secretion from that of a different individual of the 

same vegetative line, which is cultured under somewhat dry condition, 

or with that of another vegetative line cultured under the ordinary con-

dition. And then compared their results with those of ordinary intra-self 

pollinations.

5. The germination of the pollen was tested with three kinds of 

sugar solutions : one with the stigma-secretion of the same flower, the 

other with that of a different individual of the same vegetative line under 

the dry condition, and still other with that of the other vegetative line.

6. The results of these two kinds of experiments showed that the 

secretion from the stigma of a different individual of the same vegetative 

line was more beneficial to both fertility and the germination of pollen, 

than that of the same flower, that of different vegetative lines being the 

most effective. These may be, at least, one of the causes of the facts 

that the fertilization of Petunia is more successful when the pollination 

was done between two individuals of the same vegetative line, cultivated
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under different condition, or those of the different line than self pollina-

tion was made.
(Imperial College of Agriculture and 

Forestry, Morioka, Japan.)


